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研究成果の概要（和文）：本研究では、手話の言語的な構造に注目した新しい記述モデルの提案を行った。さらに、医
療現場でのコミュニケーション支援に必要な911 単語の医療用手話表現を専門家チームを作り作成し、モーションキャ
プチャにより3 次元動作収集を行い、医療用単語手話データベースを構築した。また、わかりづらい医療用語などには
手話で解説文の作成を行った。
3 次元動作解析ツールを開発し、構築した医療用手話単語の形態素切り出しと分析の作業を開始した。

研究成果の概要（英文）：This study proposes a new description method with a focus on the linguistic struct
ure of sign language.For the purpose of the communication support of the healthcare scene, we have compile
d and collected 911 medical sign language words that are more easily understandable and are in wider usage
.Three-dimensional motions for these 911 words were acquired through an optical motion capture system, and
 created the database that was experimentally developed. We created explanatory text using sign language f
or confusing medical terms. We developed a three-dimensional movement analysis tool and started the work o
f the morpheme analysis of the medical sign language word.
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１．研究開始当初の背景 
手話は、聴覚障害者のコミュニケーション
手段の一つである。語を構成する調音器官(調
動要素) は、手の運動による手指動作と、表
情や視線などの非手指動作で構成される。手
指動作は語の形成作用、非手指動作は統語作
用がある。複数の調音器官をもつ手話は、線
条性をもつ音声言語とは異なった、形態素が
同時に表出される非線条性の特異な言語特
性をもつ。重要なのは、日本手話は日本語と
は異なる体系の言語である。手話の母語者に
は、日本語文章を十分に理解できない人もい
る。日本語の母語者に英語での支援が適切で
ないように、手話の母語者には文字でなく手
話での支援を必要とする。 
一方、手話通訳制度では、通訳の必要最低
数を 4,000 人としているが、2,611 人(平成
22 年 10 月現在) しか取得者がいない。不足
分は技術の未熟なボランティアに頼ってい
る。手話母語者に対して、医療や放送の現場
などで手話によるコミュニケーション支援
や緊急情報伝達手段の確立が急務である。 
手話の言語としての弁別的特徴、音素、形
態素の確定作業、ならびに、これら言語要素
の記述法の提案に向け、代表者を中心として
sIGNDEX V3 ワーキンググループを発足さ
せ、定期的に分析作業・議論を行なっていた。 
一方、手話アニメーションでは、高品位な
情報提供を目指して NHK放送技術研究所と
の共同研究で、モーションデータの取得法、
モデルの骨格とデータ構造などに関して定
期手に議論を行っていた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、手話の言語認知過程の解明、
手話動作の自動生成・合成を支援する記述法
の研究、及びアニメーションによる情報保
障・コミュニケーション支援へ応用すること
を目的としている。 

 
３．研究の方法 
(1) 医療用手話単語データベースの構築 
この課題では、手話単語の記述に用いる医
療用手話の単語の収集を行う。既存の医療用
手話単語には、全日本ろうあ連盟の監修で作
成された 777 単語、広島県手話通訳問題研究
会の監修で作成された838単語が知られてい
る。これらの既存の手話単語の動作を分析す
ることにより、分かり易い表現について検討
を行う。聴覚障害者、手話通訳者に理解可能
な手話表現の検討を、医療関係従事者、手話
母語者、手話通訳士の協力により、診療時に
必要な手話単語の抽出および手話形の決定
作業を行う。なお、手話動作の検討では、普
及した単語の表現はそのまま採用する。表現
はあるものの用いられていない単語および
手話表現が存在しない単語は、手話言語学的
動作制約、分かり易い表現、同じ意味の誤の
動作一貫性を考慮して新たな手話動作を作
成する。 

動作が確定した医療用手話単語は、ビデオ
カメラにより映像を、光学式モーションキャ
プチャにより 3次元動作を取得する。 
取得された手話単語の 3 次元動作は、3 次
元動作解析ツールにより、形態素分析を行い
医療用手話単語データベースへ登録する。 
(2) 手話単語の形態素記述方法 
手話単語の記述法には、以前提案した単語
単位で形態素記述法がある。この記述法を基
に、単語の形態素から手話文の形態素連鎖ま
で記述可能な新たなモデルを提案する。記述
に用いる手話単語は、(1)で作成した医療用
手話単語の3次元動作データベースを用いる。
また、医療用手話単語のみでは、形態素構造
が限定される可能性があるため、NHK 放送技
術研究所の所有する一般単語の一部も用い
て形態素の概念分類を試みる。 
尚、非手指信号の記述は、sIGNDEX WG の提
唱する sIGNDEX V2 の分類体系をそのまま用
いることとする。 
(3) 3 次元動作解析ツールの開発 
手話動作解析エディタの開発では、
BVH(BioVision Hierarchy) 形式の手話の 3
次元動作データを NHK 放送技術研究所の
TVMLL(TV program Making Language)プレー
ヤーによって、観測者の視点、任意の拡大率、
フレーム単位で動作確認できる手話動作分
析ツールの設計を行う。 
(4) 医療用手話単語解説文 
手話による情報保障の立場から、医療用の
手話単語だけでは、専門用語的な語彙の意味
が正確に伝わらない可能性が高い。そこで、
(1)で構築した医療用単語データベースから、
難解な語彙、重要な語彙で説明を必要とする
語彙の抽出を子ない、医療系手話単語製作ス
タッフとともに、手話による解説文の作成を
行う。この解説文は、光学式モーションキャ
プチャにより、3 次元動作収集を行い、アニ
メーションにより情報提供を可能とする。 
 
４．研究成果 
(1) 医療用手話単語データベースの構築 
①手話動作の作成方法 
・手話表現の統一 
医療現場の情報提供に必要な手話単語の
選定には、手話母語者、手話通訳士、医療現
場の従事者の協力のもとに、歯科関係の語彙
を除いて聞き取り調査、定期的なミーティン
グを通して行った。 
手話表現の検討は、誰にでもわかりやすい
手話表現を念頭に行った。そのため、単語表
現の統一性にも気を配っている。従って、年
度ごと行われた3回のモーションキャプチャ
により取得された手話単語は、単語表現で統
一性のチェックを行った。 
単語の意味が同じような場合には、なるべ
く同じ表現を用いるようにしている。例えば、
「心不全」と「腎不全」は、同じ「不全」が
付く単語であり、どちらも、「機能低下」と
いう意味も同じであるが、{心不全} = {心臓} 



+ {様子
不全} = {
が異なっていた。そのため、検討の結果、
不全} = {
表現に統一することにした。他にも、関係す
る単語同士は、同じような表現になるように
している。例えば、「動脈」と「静脈」は、
ペアになる単語であるにも関わらず、手話表
現は、一方は、漢字を借用した表現、もう一
方は、血管の絵からイメージされる色を用い
た表現と、
し、これではわかりづらいと考え、
{赤} 
ち着く
表現とした。このように、関係のある単語同
士の表現は、なるべく統一した表現になるよ
うにしている。
・日本語表記から
単語の意味からではなく、同じ日本語表記
を用いる単語で表現を統一したものがある。
これは、日本語借用の表現の方が読み間違い
が少ないと考えたからである。例えば、「運
動性失語」や「突発性難聴」等の「○○性」
とつく単語は、
の表現に統一した。他にも、「睡眠時無呼吸
症候群」等の「
最後に
う表現を入れることで統一している。
・繰り返しの回数と型残り
手話では、繰り返しや型残りについて明確
な決まりはないが、本研究では、データベー
スとして使用する目的があるため、表現する
際の繰り返しや型残りが同じ表現の単語で
異なることがないよう、同じように行われて
いるかどうかを確認し、修正を行った。例え
ば、{
を表現する際に、
するものとしないものが合ったが、全て型残
りするようにデータの
繰り返しの回数も同じ数にしている。例えば、
{尿}は、繰り返しが
が混在していたため、基本的に
修正を行った。このように、アニメーション
の表現が同じようになるようにも気を配っ
ている。
②収録単語数
手話通訳の観点から、医療現場で必要だと
考えられる医療用単語の収集を行った。
検討した
骨の名前、症状・病名、診療科名、検査・道
具名、薬剤名に加え、その他、病院で頻繁に
使用されると思われる単語である。
 医療現場で必要だと考えられる医療用単
語を収集した結果、
らの単語に対して、単語表現の統一と一貫性
に気を配りながら、誰にでもわかりやすい手
話表現を念頭に、手話単語
日本語単語と手話単語の数が異なっている
のは、基本的には
1 つの手話表現を用いているが、人によって

様子} + {悪い
} = {腎臓} + {
が異なっていた。そのため、検討の結果、
} = {心臓} + {
表現に統一することにした。他にも、関係す
る単語同士は、同じような表現になるように
している。例えば、「動脈」と「静脈」は、
ペアになる単語であるにも関わらず、手話表
現は、一方は、漢字を借用した表現、もう一
方は、血管の絵からイメージされる色を用い
た表現と、2 つの表現が異なっていた。しか
し、これではわかりづらいと考え、
 + {動く} + {
ち着く} + {脈}とし、漢字と色の両方からの
表現とした。このように、関係のある単語同
士の表現は、なるべく統一した表現になるよ
うにしている。 
・日本語表記から
単語の意味からではなく、同じ日本語表記
を用いる単語で表現を統一したものがある。
これは、日本語借用の表現の方が読み間違い
が少ないと考えたからである。例えば、「運
動性失語」や「突発性難聴」等の「○○性」
とつく単語は、{性質
の表現に統一した。他にも、「睡眠時無呼吸
症候群」等の「○○症候群」となる単語も、
最後に{症候群} = {
う表現を入れることで統一している。
・繰り返しの回数と型残り
手話では、繰り返しや型残りについて明確
な決まりはないが、本研究では、データベー
スとして使用する目的があるため、表現する
際の繰り返しや型残りが同じ表現の単語で
異なることがないよう、同じように行われて
いるかどうかを確認し、修正を行った。例え
{高血圧}は{

を表現する際に、
するものとしないものが合ったが、全て型残
るようにデータの
繰り返しの回数も同じ数にしている。例えば、
は、繰り返しが
が混在していたため、基本的に
修正を行った。このように、アニメーション
の表現が同じようになるようにも気を配っ
ている。 
②収録単語数 
手話通訳の観点から、医療現場で必要だと
考えられる医療用単語の収集を行った。
検討した単語は、主な、身体部位、臓器・
骨の名前、症状・病名、診療科名、検査・道
具名、薬剤名に加え、その他、病院で頻繁に
使用されると思われる単語である。
医療現場で必要だと考えられる医療用単
語を収集した結果、
らの単語に対して、単語表現の統一と一貫性
に気を配りながら、誰にでもわかりやすい手
話表現を念頭に、手話単語
日本語単語と手話単語の数が異なっている
のは、基本的には
つの手話表現を用いているが、人によって

悪い}と表現するのに対し、
} + {悪い} + {

が異なっていた。そのため、検討の結果、
} + {悪い} + {

表現に統一することにした。他にも、関係す
る単語同士は、同じような表現になるように
している。例えば、「動脈」と「静脈」は、
ペアになる単語であるにも関わらず、手話表
現は、一方は、漢字を借用した表現、もう一
方は、血管の絵からイメージされる色を用い

つの表現が異なっていた。しか
し、これではわかりづらいと考え、

} + {脈}、{静脈
とし、漢字と色の両方からの

表現とした。このように、関係のある単語同
士の表現は、なるべく統一した表現になるよ

 
・日本語表記から 
単語の意味からではなく、同じ日本語表記
を用いる単語で表現を統一したものがある。
これは、日本語借用の表現の方が読み間違い
が少ないと考えたからである。例えば、「運
動性失語」や「突発性難聴」等の「○○性」

性質}をつけた漢字表記から
の表現に統一した。他にも、「睡眠時無呼吸

○○症候群」となる単語も、
} = {いろいろ

う表現を入れることで統一している。
・繰り返しの回数と型残り 
手話では、繰り返しや型残りについて明確
な決まりはないが、本研究では、データベー
スとして使用する目的があるため、表現する
際の繰り返しや型残りが同じ表現の単語で
異なることがないよう、同じように行われて
いるかどうかを確認し、修正を行った。例え

{血圧} + {高い
を表現する際に、{血圧}の非利き手が型残り
するものとしないものが合ったが、全て型残
るようにデータの収録を行った。さらに、
繰り返しの回数も同じ数にしている。例えば、
は、繰り返しが 1回の場合と
が混在していたため、基本的に
修正を行った。このように、アニメーション
の表現が同じようになるようにも気を配っ

手話通訳の観点から、医療現場で必要だと
考えられる医療用単語の収集を行った。

単語は、主な、身体部位、臓器・
骨の名前、症状・病名、診療科名、検査・道
具名、薬剤名に加え、その他、病院で頻繁に
使用されると思われる単語である。
医療現場で必要だと考えられる医療用単
語を収集した結果、801 単語となった。それ
らの単語に対して、単語表現の統一と一貫性
に気を配りながら、誰にでもわかりやすい手
話表現を念頭に、手話単語931
日本語単語と手話単語の数が異なっている
のは、基本的には1つの日本語単語に対して、
つの手話表現を用いているが、人によって

と表現するのに対し、
} + {下がる}と表現

が異なっていた。そのため、検討の結果、
} + {下がる}という

表現に統一することにした。他にも、関係す
る単語同士は、同じような表現になるように
している。例えば、「動脈」と「静脈」は、
ペアになる単語であるにも関わらず、手話表
現は、一方は、漢字を借用した表現、もう一
方は、血管の絵からイメージされる色を用い

つの表現が異なっていた。しか
し、これではわかりづらいと考え、{動脈

静脈} = {青} + {
とし、漢字と色の両方からの

表現とした。このように、関係のある単語同
士の表現は、なるべく統一した表現になるよ

単語の意味からではなく、同じ日本語表記
を用いる単語で表現を統一したものがある。
これは、日本語借用の表現の方が読み間違い
が少ないと考えたからである。例えば、「運
動性失語」や「突発性難聴」等の「○○性」

をつけた漢字表記から
の表現に統一した。他にも、「睡眠時無呼吸

○○症候群」となる単語も、
} + {病気}とい

う表現を入れることで統一している。 

手話では、繰り返しや型残りについて明確
な決まりはないが、本研究では、データベー
スとして使用する目的があるため、表現する
際の繰り返しや型残りが同じ表現の単語で
異なることがないよう、同じように行われて
いるかどうかを確認し、修正を行った。例え

高い}で、{高い
の非利き手が型残り

するものとしないものが合ったが、全て型残
を行った。さらに、

繰り返しの回数も同じ数にしている。例えば、
回の場合と 2回の場合

が混在していたため、基本的に2回に統一し、
修正を行った。このように、アニメーション
の表現が同じようになるようにも気を配っ

手話通訳の観点から、医療現場で必要だと
考えられる医療用単語の収集を行った。 

単語は、主な、身体部位、臓器・
骨の名前、症状・病名、診療科名、検査・道
具名、薬剤名に加え、その他、病院で頻繁に
使用されると思われる単語である。 
医療現場で必要だと考えられる医療用単

単語となった。それ
らの単語に対して、単語表現の統一と一貫性
に気を配りながら、誰にでもわかりやすい手

931単語作成した。
日本語単語と手話単語の数が異なっている

つの日本語単語に対して、
つの手話表現を用いているが、人によって

と表現するのに対し、{腎
と表現

が異なっていた。そのため、検討の結果、{心
という

表現に統一することにした。他にも、関係す
る単語同士は、同じような表現になるように
している。例えば、「動脈」と「静脈」は、
ペアになる単語であるにも関わらず、手話表
現は、一方は、漢字を借用した表現、もう一
方は、血管の絵からイメージされる色を用い

つの表現が異なっていた。しか
動脈} = 
} + {落

とし、漢字と色の両方からの
表現とした。このように、関係のある単語同
士の表現は、なるべく統一した表現になるよ

単語の意味からではなく、同じ日本語表記
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(2) 手話単語の形態素記述方法 
手話の複雑な形態素構造を記述するため
には、複数の調動器官を独立に記述する必要
がある。そこで、本研究では、複雑な形態素
構造を記述するために提案された「NVSG 形態
素モデル」を用いて手話単語を解析、記述し
ている。「NVSG 形態モデル」は、N形態、V形
態、S形態、そして G形態により構成される。 
①N 形態 
N 形態は、手話調動における「手型」に関
する項目を記述する。N 形態は, 強手
(strong hand)：Ns と、弱手(weak hand)：
Nw に内部値として”手型”と”位置” を記
述する。指先か掌方向により, 主体-客体関
係などを明示するためには、指先方向か掌方
向を人称空間で示す。機能的肢位への表出に
は、対象とする位置記述欄に”FP”を割り当
てる。 
②V 形態 
V 形態は手話における「動き」を表す。V 形
態は、 強手 Ns の動きを Vs に、 弱手 Nw の
動きを Vs にそれぞれの内部値として記述す
る。 
③S 形態 
手話文表現では、 人称空間や代名詞空間
の指示を指さし：PT(Pointing) ではなく、 
視線による代用が頻繁に発生する。S形態は、 
視線に関する項目を記述する。 
④G 形態 
手話の対話特性を考慮し、単語が形態結合
連鎖により意味内容を表出する時に必要な
非手指信号：NMS(Non Manual Signals)を G 形
態とする。但し、NMS には視線も含まれるが、 
視線関係の項目は S 形態に記述して、 G 形
態には記述を行わない。G 形態への代入値は、
sIGNDEX V.2 を用いて行う。表 2(a)～(c) に
は、 各形態のパラメータ記述項目を示す。 
⑤NVSG 記述と形態素辞書 
アニメーション生成には、手話の語彙構造
を記述した形態素辞書が有用である。手話の
形態素議論は、典型的な例を取り上げてその
構造が論じられるのみである。大規模な解析
による手話の語彙の形態素辞書は存在しな
い。ここでは,KOSIGN に登録された映像とモ
ーションキャプチャによる動作データによ
る語彙データベースの解析と記述を行って
いる。既に、2 千語彙以上の解析と記述を終
了している。ここでは、解析結果より典型的
な分類項目概念を示す。 
・時制関係の語彙 
時制に関する概念は、{ 明日}、{ ー週間
後}、{ 昨日}、{ 過去} に代表される前方が
未来を、後方が過去を示す語彙群である。V 
形態の分類項目概念は、#m 時間= #時制で記
述する。 
一般形：Ns( $ #CL)V s(m#時間= #時制: $ 方向) 
この記述から、パラメータ構造を示す$ に
値が入ることによって語が確定することに
なる。 
{ 明日} = Ns(#CL = H1)V s(m#時間= #時制: 前方) 

{ 未来} = Ns(#CL = H0)V s(m#時間= #時制: 前方) 

{ 一昨日} = Ns(#CL = H12)V s(m#時間= #時制: 後方) 

・数詞概念の語彙 
数詞の付く概念は多く存在する。典型例と
しては，{ n 級}、{ n 等}、 { n 泊} 、 { n 
人} などである. n に具体的な数詞表現が入
ることにより語が確定する。語によって数詞
の取りうる値が決まっている。また，語彙に
よっては複数の表現形式を持つものもある。 
・数詞概念と時間関係の語彙 
数詞概念を含む語彙には、時間関係の概念
を含む語彙群が多く含まれている。典型例は、
{ n 秒}、 { n 分} 、{ n 時}、 { n 時間}、 
{ n 週間}、 { n 年}、 { n ヶ月} などであ
る. この語彙も 3. 2 と同様に、n に具体的
な数表現が入ることにより語が確定する。語
によって数詞の取りうる値が決まっており、
語彙によっては複数の表現形式を持つもの
もある。 
・人称空間関係の語彙 
手話語彙の人称空間関係の使い方は、動作
主体、目的格などを表現されている意味を理
解する上で重要となる。手話の語彙には、主
体-客体関係(能動と受動) が動作方向によ
り決まるものがある。これらの語彙は、話者
と聞き手の絶対的な位置関係や主体と客体
の相対的な位置関係で V 形態の動作方向が
決定される。この関係のある代表的な語彙に
は、{ 行く} ↔ { 来る}、{ 見る} ↔ { 見ら
れる}、 { 助ける} ↔ { 助けられる}、 { 教
える} ↔ { 教えられる}、 { 売る} ↔ { 買う} 
など多くの語彙群が存在する。動詞の一致の
原則から、これらの語彙では表現される内容
の人称と移動方向は一致する。 
・肉親-上下関係の語彙 
兄弟関係の語彙では、以下のように一般形
を記述できる。 
Ns( $ #CL)Vs(m# $上下関係)  
 $ {Nw( $ #CL)V w(m# $ 上下関係)} 
ここで、上下関係には”#B = 目上”,”#B = 
目下”の値と手型が代入されることで{ 兄}, 
{ 姉妹} などの語彙となる。 
・性を持つ語彙 
職業などを表現する語彙には、一般名称の
表現と具体的な人物を想定した時に性とし
ての手型 H4,H5 で区別する語彙群がある。こ
れらの例は、{ 裁判官}, { 先生},{ 医
師},{ 大臣},{首相},{ 看護師}, { 悪人} な
どである。 
(3) 3 次元動作解析ツールの開発 
手話の3次元動作からのアニメーション映
像再生と形態素解析には、試作している
Motion Analysis を用いている。Motion 
Analysis 内でのアニメーション映像生成エ
ンジンには、NHK 放送技術研究所の開発して
いる TVML (TV program Making language)を
用いた。図2に、開発中の解析ツールを示す。 
図中の①は、アニメーション描画画面、②
は映像再生コントロール部、③はカメラ位置
制御部、④は形態素解析記・部である。 
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ことは難しい。医学用語辞典は、日本語版で
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い説明が記されているものから、翻訳を目的
とした用例集形式のもの、一般社会でも使わ
れる用語も含めた辞典と広範囲に渡ってい
る。しかし、一般人からすると、わかりづら
いものが多いことも事実である。
例えば、病名の一つとして「川崎病」があ
る。日本語名から、そのまま手話に変換する
と 
「川崎病」＝｛川｝＋｛崎｝＋｛病気｝
となる。この場合、日本語借用からの手話化
となってしまい、内容がわからなくなってし
まう。また、医療従事者と一般人とで病名や
症例の捉え方が異なることも多い。最近、多
く目にする「高齢出産」という用語がある。
一般人は「高齢（
と思いがちであるが、日本産婦人科学会の定
義では「高齢初産」となっている。
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れる用語も含めた辞典と広範囲に渡ってい
る。しかし、一般人からすると、わかりづら
いものが多いことも事実である。 
例えば、病名の一つとして「川崎病」があ
る。日本語名から、そのまま手話に変換する

「川崎病」＝｛川｝＋｛崎｝＋｛病気｝
なる。この場合、日本語借用からの手話化
となってしまい、内容がわからなくなってし
まう。また、医療従事者と一般人とで病名や
症例の捉え方が異なることも多い。最近、多
く目にする「高齢出産」という用語がある。
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つまり、35 歳以上の初産婦を対象としている。
このように医療従事者と一般人とで理解が
異なる用語についても解説が必要となる。そ
こで、既に収集した医療手話語彙データから、
語彙解説を含めた例文を作成し、収録した。
まだ、作成途中であるが、例文作成のための
語彙選定基準として、次のことに配慮した。 
・条件 1：医療現場で用いられる用語は、命
に関わる重要な単語が含まれている。緊急性
を要することが多い「聴覚障害者の親（母親）」
が来院することを想定した。 
・条件 2：看護師から見て、よく見られる病
名（症状）に関する語彙を選定した。 
・条件 3：日本語単語を手話に変換したとき、
手話語彙化のみでは理解しづらい用語を優
先的に選定した。今回は、医療用語 120 語に
対して、医療用単語の解説文を作成した。 
尚、礼部撮影は、単語と同様に、光学式モ
ーションキャプチャにより3次元動作取得を
行っている。 
 
本研究では、手話を母語とする聴覚障害者
へのコミュニケーション支援として、医療現
場で使用する手話単語の作成並びに3次元デ
ータベースの構築を行った。今まで、単語ご
との映像並びに3次元動作の医療系単語デー
タベースは存在しなく、収録した単語公開は、
医療現場での通訳からの期待が大きい。 
さらに、これら医療用単語は、形態素解析
されており、形態素単位で 3次元動作を映像
確認できる医療用手話単語のデータベース
の価値は大きいと考える。さらに、3 次元動
作の形態素解析されたデータはなく、本研究
で作成された形態素辞書の言語学的な側面
での価値は計り知れない。 
今後は、記述法の見直し、一般単語の形態
素辞書の構築などを行う予定である。 
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